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1. はじめに 

カーボンナノコイル(CNC)とは螺旋形状を持つ炭素

ナノ繊維のことであり，この特徴的な構造から，ナノ

スプリング[1]やナノインダクタ[2]，磁場発生装置など

様々な分野への応用が期待されている．CNC は主に

Fe-ITO，Fe-Sn触媒から合成される．カーボンナノファ

イバ(CNF)が成長する際にコイル中心軸からみた繊維

断面の内側と外側とで成長速度の違いがある場合にら

せん状構造が形成されると考えられている．構造は主

にアモルファスカーボンである．合成時に用いられる

金属触媒のような不純物の存在は，CNCを用いて作製

するデバイスの挙動に影響を及ぼすため CNC の精製

が必要である．また，合成された CNCは絡まり凝集し

ているため，応用に向けたコイルの分散が必要である． 

本研究では，触媒の付着していない CNC の抽出と異

なる溶媒を用いた CNCの分散性の評価を行った． 

 

2. CNCの分散および精製 

CNCは研究室内で Fe-Sn混合触媒を用いて化学気相

合成(CVD)法によって合成した[3]．合成した CNCを疎

水性溶媒であるシクロヘキサン(C6H12)および二硫化

炭素(CS2)に添加し，30 min超音波分散し，ネオジム磁

石によって CNC を捕集した．その後 5 M の硫酸で煮

沸することで酸処理を行い[4]，ろ過したものを溶媒に

再分散し，再びネオジム磁石による捕集で得られた残

液から精製，分散された CNCを得た． 

 

3. SEM像による分散性の評価 

 分散液からCNCを基板上に抽出し，SEM観察した．

C6H12と CS2で分散を行った CNC の SEM 画像をそれ

ぞれ図 1，図 2に示す．C6H12で分散したものは孤立分

散したものもいくつか見られたが凝集物が多く見られ

た． CS2で分散したものは孤立分散したものが多くみ

られ，CNCの先端に触媒金属は確認されなかった．CS2

を用いると分散および精製が比較的良好であるといえ

る．また，本分散液の調製は超音波分散の時間が短い

ため，~20 μm の比較的コイル長の長い CNC が多く

見られた． 
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Fig. 1  Procedure for dispersion and purification of CNCs 

 

Fig.2  SEM images of dispersed in C6H12 

 

Fig.3  SEM images of dispersed in CS2 
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